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▲ ゴールテープを切る瞬間！（輪投げ）

お
ひ
さ
ま
の

よ
う
な
笑
顔
！

～
第
46
回
お
ひ
さ
ま
と

い
っ
し
ょ
に
～

　

７
月
６
日
、
南
相
馬
市
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で「
第
46
回
お
ひ
さ
ま
と
い
っ

し
ょ
に
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
心
身
障
が
い
児
者
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
総
勢
２
１
８
人
が
参
加
し
、
午

前
は
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
パ
ン
食

い
競
争
、
輪
投
げ
、
玉
入
れ
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
盆
踊
り
を
踊
り
な
が
ら
参

加
者
で
大
き
な
円
を
描
き
、
午
後
は
エ

ン
ジ
ョ
イ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
さ
ん
に
パ
ン
ト
マ
イ

ム
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
天
気
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、

参
加
者
同
士

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん

と
の
交
流
を

楽
し
み
、
会

場
は
お
ひ
さ

ま
の
よ
う
な

笑
顔
で
あ
ふ

れ
て
い
ま
し

た
。

▲ 狙いを定めて…（フライングディスク）
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原 町

小 高

鹿 島
音
楽
の
癒
し
と
体
操
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

～
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
交
流
会（
七
夕
会
）～

短
冊
に
願
い
を
込
め
て
…

～
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
交
流
会
～

や
っ
ぱ
り
ふ
る
さ
と
は
い
い
な
ぁ

～
シ
ニ
ア
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
～

こ
ど
も
食
堂「
み
ん
な
の
食
堂“
ゆ
る
っ
と
”」

が
オ
ー
プ
ン
！

▲  かしま保育園児との交流

▲  いただきま～す！

▲  小高幼稚園児との交流

“
相
双
地
域
初
！
”

　

７
月
４
・
５
日
に
原
町
区
福
祉
会
館
で
、

「
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
交
流
会（
七
夕
会
）」を

開
催
、
２
日
間
合
わ
せ
て
１
９
６
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

午
前
は「（
公
財
）音
楽
の
力
に
よ
る
復
興

セ
ン
タ
ー
・
東
北
」の
皆
さ
ん
に
よ
る
素
晴

ら
し
い
楽
器
の
演
奏
に
、
う
っ
と
り
す
る
方

や
楽
器
に
合
わ
せ
て
口
ず
さ
む
方
も
い
ま
し

た
。

　

午
後
は「
日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部
」の

皆
さ
ん
に
、
健
康
講
話
や
軽
体
操
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

た
め
の
お
話
や
、
家
で
も
簡
単
に
で
き
る
軽

体
操
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
心
身
と
も
に
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
ひ
と
時
で
し
た
。

　

運
営
に
は
、
原
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
、
原
町
赤
十
字
奉
仕
団
、
各
地
区
の
民

生
委
員
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

７
月
１
日
に
万
葉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

「
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」を
開
催
、
69

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
か
し
ま
保
育
園
児
に

よ
る
お
遊
戯
や
手
遊
び
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る「
南
京
玉
す
だ
れ
」や
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
、
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、「
健
康
」や

「
長
寿
」な
ど
の
願
い
事
を
色
と
り
ど
り
の

短
冊
に
し
た
た
め
ま
し
た
。

　

運
営
に
は
、
鹿
島
民
生
委
員
と
鹿
島
区
民

生
委
員
Ｏ
Ｂ
会
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

南
相
馬
市
内
の
８
つ
の
社
会
福
祉
法
人
で

組
織
す
る「
南
相
馬
市
社
会
福
祉
法
人
連
絡

会
」が
運
営
す
る
こ
ど
も
食
堂「
み
ん
な
の
食

堂“
ゆ
る
っ
と
”」が
、
7
月
12
日
に
南
相
馬

ジ
ャ
ス
モ
ー
ル
内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

初
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
手
作
り
の
唐
揚
げ

と
お
に
ぎ
り
・
サ
ラ
ダ
な
ど
5
品
。
開
所
式

に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
と
関
係
者
な
ど
約

30
人
が
夕
食
を
通
じ
て
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　

同
連
絡
会
で
は
、
子
ど
も
に
限
ら
ず
多
く

の
市
民
が
食
事
を
通
し
て
ゆ
っ
く
り
で
き
る

温
か
い
居
場
所
と
、
健
全
で
豊
か
な
体
験
や

交
流
機
会
の
創
出
を
目
指
し
、
今
後
も
継
続

し
て
月
１
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
申
込
み（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
含
む
）・

お
問
い
合
わ
せ
等
は
、

　
南
相
馬
市
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会

　
（
事
務
局　

南
相
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　

☎（
０
２
４
４
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ま
で

　

７
月
１
日
に
小
高
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

「
シ
ニ
ア
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
」を
開
催
、

55
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

小
高
幼
稚
園
児
に
よ
る
歌
の
披
露
、
大
阪

か
ら
お
越
し
い
た
だ
い
た
長
野
ご
夫
妻
に
よ

る「
南
京
玉
す
だ
れ
」や
マ
ジ
ッ
ク
の
披
露
な

ど
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
地
域
の
皆
さ
ん
と
の

交
流
に
も
花
が
咲
い
た
一
日
で
し
た
。

　

運
営
に
は
小
高
民
生
委
員
、
小
高
赤
十
字

奉
仕
団
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

▲  素晴らしい楽器の演奏にうっとり…

（８月15日号）
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成年後見制度 市民後見人養成講座
（くらしのあんしん おてつだい講座）災

害
が
起
き
た
ら
ど
う
す
る
？

～
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
～

　
「
成
年
後
見
制
度
」や「
日
常
生
活

自
立
支
援
事
業
」を
知
っ
て
い
ま
す

か
？
聞
い
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
制

度
や
事
業
の
内
容
は
よ
く
分
か
ら
な

い
と
い
う
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

誰
も
が
高
齢
に
な
る
に
つ
れ
、
判
断

能
力
が
衰
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
に
利
用
で
き
る
制
度
や

事
業
が
あ
る
こ
と
を
、
将
来
の
安
心

の
た
め
に
こ
の
講
座
で
学
び
ま
す
。

◦
日
　
時　

令
和
元
年
９
月
13
日
㈮

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

午
後
３
時
15
分

　

自
分
が「
話
す
」の
で
は
な
く「
聴

く
」と
い
う
こ
と
が
主
体
で
あ
る『
傾

聴
』に
つ
い
て
、
心
が
つ
な
が
る
聴

き
方
が
出
来
る
よ
う
に
学
び
、
実
践

に
つ
な
げ
ま
す
。

　

お
話
相
手
に
な
り
た
い
方
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
を
学

び
役
立
て
た
い
方
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◦
日
　
時

　

①
令
和
元
年
９
月
10
日
㈫

　
　

午
後
１
時
30
分
～午

後
３
時
30
分

　
【
講
話
】　

　
「
身
体
の
声
・

　
　
　
　
　

心
の
声
な
ど
を
学
ぶ
」

　
【
講
師
】　

富
山　

省
吾　

氏

　
（
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
事
務
局
長
）

　

楽
し
く
学
ぶ
防
災
イ
ベ
ン
ト「
イ

ザ
！
カ
エ
ル
キ
ャ
ラ
バ
ン
！
in
南
相

馬
」（
10
月
27
日
㈰
開
催
予
定
）で
、

防
災
の
知
識
を
学
ぶ
手
助
け
を
す
る

サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
と
、
災
害
が
起
き
た

ら
ど
う
し
た
ら
い
い
か
一
緒
に
考
え

ま
す
。

　少子高齢社会に伴い、認知症や障がいなどにより、判断能力が不十分と
なったとしても、住み慣れた地域で安心して暮らせる仕組みづくりが必要
とされています。
　そのような中で、判断能力が不十分な方の後見人を担う方は、親族から
第三者後見へと変わりつつありますが、弁護士などの専門職後見は少ない
状況にあります。
　今後増加する成年後見制度利用者に対応するため、制度を学び、市民に
よる後見人等を担う人材を養成するための講座を開催します。
　ぜひご参加ください。

○会　場　原町区福祉会館
○対　象　�市内にお住まいの方、所属先がある方で、下記の⑴～⑶のいず

れかに該当する方
　　　　　⑴成年後見制度に関心のある方
　　　　　⑵�成年後見制度に関心のある方で、後見人等として活動するこ

とを望む方
　　　　　⑶�成年後見制度に関係する機関（行政・福祉施設など）の役職員

など
○定　員　３０人
　　　　　※市民の方を優先し、定員を超えた場合は抽選で受講者を決定します。
○参加費　無　料
○その他　�下記の修了要件を満たした方には、講座終了時に「修了証書」を

交付します。
　　　　　①全６日間のすべての科目に出席すること。
　　　　　②所定のレポートを提出すること。
　　　　　※�受講者で希望される方は、本会のあんしんサポート（日常生活

自立支援事業）の生活支援員として登録し、市内において活動
することができます（市民後見人登録の有無は問いません）。

○締　切　令和元年９月２０日（金）
○問い合わせ・申込先
　　　　　地域福祉課（原町区）　☎( ０２４４) ２４－３４１５

◦
会
　
場　

原
町
区
福
祉
会
館

◦
講
　
演

　
「�

高
齢
者
の
た
め
の

身
近
な
法
律
に
つ
い
て

～
成
年
後
見
制
度
を
中
心
に
～
」

◦
講
　
師

　

弁
護
士　

若
杉　

裕
二　

氏

◦
参
加
費　

無　

料

◦
締
　
切

　

令
和
元
年
９
月
６
日
㈮
ま
で

◦
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

地
域
福
祉
課（
原
町
区
）　

　

☎（
０
２
４
４
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－
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４
１
５

　

②
令
和
元
年
９
月
19
日
㈭

　

・
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

　
　
【
福
祉
施
設
実
践
】

　

・
正
午
～
午
後
２
時
30
分

　
　
【
昼
食
・
交
流
・
実
践
の
振
り
返
り
】

◦
会
　
場

　

①
原
町
区
福
祉
会
館

　

②�

南
相
馬
市
内
高
齢
者
福
祉
施
設

　
　

及
び
原
町
区
福
祉
会
館

◦
対
　
象　

南
相
馬
市
内
在
住
の
方

◦
参
加
費　

１
０
０
円（
当
日
納
入
）

◦
締
　
切

　

令
和
元
年
８
月
30
日
㈮
ま
で

◦
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

地
域
福
祉
課（
小
高
区
）

　

☎（
０
２
４
４
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－

５
９
７
０

将
来
の
安
心
の
た
め
に
～
権
利
擁
護
入
門
講
座
～

心
が
つ
な
が
る“
聴
き
方
”を
学
ぶ

～
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
～

◦
日
　
時

　

令
和
元
9
月
14
日
㈯

　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

◦
会
　
場　
原
町
区
福
祉
会
館

◦
内
　
容

　
「�

イ
ザ
！
カ
エ
ル
キ
ャ
ラ
バ
ン
！
」

に
つ
い
て

　
（
親
子
向
け
防
災
ゲ
ー
ム
の
教
え
方
）

◦
定
　
員　
50
人

◦
参
加
費　
無
料

　

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

子
ど
も
が
好
き
な
方
、
大
歓
迎
！

◦
締
　
切

　

令
和
元
年
9
月
6
日
㈮
ま
で

◦
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

地
域
福
祉
課（
原
町
区
）

　

☎（
０
２
４
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○日程（全６日間）
行　程 日　　時
１日目 令和元年１０月　９日㈬ 午後１時 ～午後３時３０分
２日目 令和元年１０月１６日㈬ 午前１０時３０分～午後３時３０分３日目 令和元年１０月２３日㈬
４日目 令和元年１０月３０日㈬ 午前１０時 ～午後３時１５分
５日目 令和元年１１月　７日㈭ 午前１０時３０分～午後４時
６日目 令和元年１１月１３日㈬ 午前１０時 ～午後３時３０分

（８月15日号）
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
何
を
す
る
の
？　

ど
ん
な
お

風
呂
が
あ
る
の
？
施
設
内
を
見
学
し
、
皆
さ
ま
の
疑

問
に
お
答
え
し
ま
す
。
介
護
の
相
談
も
お
受
け
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
の
申
込
み
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

◆
鹿
島
区
・
ひ
ま
わ
り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
鹿
島
区
西
町
２
丁
目
１
１
６
）

　
　
　
　

・
す
み
れ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
鹿
島
区
西
町
２
丁
目
１
６
５
）

◦
日　

時

　

令
和
元
年
9
月
7
日
㈯

　

午
前
9
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

※
集
合
場
所
等
は
、
申
込
時
に
お
伝
え
致
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

鹿
島
区
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
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０
２
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－

５
３
５
４

◆
小
高
区
・
あ
す
な
ろ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
小
高
区
小
高
字
金
谷
前
84
）

◦
日　

時

　

令
和
元
年
9
月
7
日
㈯

　

午
前
9
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

◦
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

あ
す
な
ろ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
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０
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０

　

求
人
登
録
や
福
祉
関
係
の

資
格
取
得
な
ど
の
相
談
の
た

め
の「
福
祉
の
仕
事
相
談
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
料
金

は
無
料
、
予
約
不
要
で
す
の

で
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

◦
開
催
日

　

令
和
元
年
９
月
19
日
㈭

　
（
奇
数
月
第
３
木
曜
日
）

　
◦
開
催
時
間

　

午
前
10
時
～午

後
３
時
ま
で

　

失
語
症
で
生
活
の
し
づ
ら

さ
を
抱
え
て
い
る
方
々
の
相

互
の
交
流
を
目
的
に
交
流
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
運
動
会
を
開
催
し

ま
す
。運
動
会
で
汗
を
流
し
、

お
い
し
い
豚
汁
を
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

◦
日　

時

　

令
和
元
年
９
月
15
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

◦
会　

場　

小
川
町
体
育
館

◦
参
加
費　

１
０
０
円

（
当
日
納
入
）

ひ
め
さ
ゆ
り
の
会  

大
運
動
会

～ 

第
二
回「
ひ
め
さ
ゆ
り
の
会
」の
開
催
に
つ
い
て 

～

求
む
！
福
祉
を
支
え
る
力
！

～
福
祉
の
仕
事
相
談
会
～

※�

相
談
時
間
は

　

１
人
30
分
前
後

◦
会　

場

　

原
町
区
福
祉
会
館

　
◦
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

人
材
研
修
課

　

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎（
０
２
４
）５
２
１

－

５
６
６
２

◦
締　

切

　

令
和
元
年
９
月
13
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

地
域
福
祉
課（
原
町
区
）

　

☎（
０
２
４
４
）

24

－

３
４
１
５

※�

当
日
に
参
加
者
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ひ
ま
わ
り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

に
ズ
ー
ム
イ
ン
！

社

の
協

　

ひ
ま
わ
り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
は
、
平
成
10
年
か
ら
始
ま
り
、

約
20
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
流
れ

は
、朝
夕
の
送
迎
、バ
イ
タ
ル
チ
ェ
ッ

ク
、
入
浴
、
昼
食
、
体
操
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
と
一
日
を
有
意
義
に
過

ご
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
月
1

回（
月
～
金
曜
日
）の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
に
よ
る
歌
や
踊
り
等
も
あ

り
、
利
用
者
さ
ん
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
11
人
で
20
代
～
30
代

の
若
い
職
員
が
多
い
職
場
で
す
。
利

▲ひまわりデイサービスセンター

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
？

～
施
設
見
学
会
の
お
知
ら
せ
～

用
者
、
職
員
一
人
ひ
と
り
笑
顔
が
絶

え
な
い
よ
う
な
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
を
目
指
し
て
、
安
心
し
た
介
護

が
出
来
る
よ
う
に
、
日
々
努
力
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
利
用
者
の
登
録
数
は
76
人

で
す
が
、
入
院
中
の
方
や
長
期
で
入

所
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
今
は

月
・
水
・
金
曜
日
の
利
用
が
多
く
、火
・

木
曜
日
が
空
い
て
い
ま
す
。
新
規
の

ご
利
用
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の

で
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

（８月15日号）
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ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
、
さ
わ
や
か
な
汗

を
流
し
ま
せ
ん
か
？

　

み
ん
な
で
一
緒
に
、
気
軽
に
で
き
る

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
め
ざ
せ
金
メ
ダ
ル
‼

◦
日　

時

　

令
和
元
年
10
月
４
日
㈮

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

◦
会　

場　

原
町
区
福
祉
会
館

◦
内　

容

　

・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

・
南
相
馬
警
察
署
員
に
よ
る
寸
劇

　
　
「
な
り
す
ま
し
詐
欺
」

こんにちは。社協ボラセンです！
　前回から始まったボラセンだより。今回は、ボラ
ンティア活動をする上での心構え（前半・後半を２
回に分けて）を紹介します。
　これからボランティア活動を始めようと思ってい
る方、すでに活躍されている方も参考にしていただ
き、自分に合う活動を見つけていただければと思い
ます。
〇ボランティア活動の心構え
　その１ できることからはじめよう

自分の周りで気が付いたことからはじめて
みましょう。

　その２ �無理せずゆっくりはじめよう。そして長
く続けよう
無理をする活動は長続きしません。自分
のペースでゆっくりと。

　その３ 相手の立場を考えて行動しよう
活動は１人でするものでなく、相手の思
いや願いに根ざして取り組むもの。
相手が出来ない部分をサポートし、時に
は見守ることも大切です。

　その４ 約束を守ろう
ボランティアは気ままにする活動ではあ
りません。
約束を守り相手との信頼関係を大切に。

　その５ 秘密を守ろう
活動中に知り得たことは絶対に口に出さ
ないように注意しましょう。

※次回は、心構え（後半）をお送りします！
ボランティアに関する 相談・連絡先は？
　南相馬市社会福祉協議会　ボランティアセンター

（地域福祉課 内）
　ＴＥＬ ２４－３４１５　ＦＡＸ ２４－１２７１
　Mail　shakyo@m-somashakyo.or.jp

原
町
区
に
じ
い
ろ
交
遊
会

～
被
災
者
支
援
事
業
～

　

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

⃝

内
　
容

　

笹
谷
保
育
所　

園
児
と
の
交
流

⃝

会
　
場

　

福
島
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

５
階　

大
会
議
室

⃝

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

福
島
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

総
務
課 

地
域
福
祉
課

　

☎（
０
２
４
）５
３
３

－

８
８
８
１

『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン

Rococo
～
ろ
こ
こ
～
』

⃝

日
　
時

　

令
和
元
年
10
月
９
日
㈬

　
作
品
展
示

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

　
芸
能
発
表

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

⃝

内
　
容

　

第
７
回
芸
能
発
表
会

⃝

会
　
場

　

郡
山
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

５
階　

集
会
室

⃝

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

郡
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

避
難
者
生
活
支
援
相
談
室

　

☎（
０
２
４
）９
５
３

－

８
３
３
７

こ
ん
に
ち
は
！
生
活
支
援
相
談
室
で
す

『
社
協
ゆ
い
ゆ
い
広
場
』

⃝

日
　
時

　

令
和
元
年
８
月
28
日
㈬

　

令
和
元
年
９
月
11
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

⃝

会
　
場　
原
町
区
福
祉
会
館

⃝

参
加
費　
１
０
０
円（
初
回
無
料
）

⃝

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

生
活
支
援
相
談
室（
原
町
担
当
）

　

☎（
０
２
４
４
）26

－

５
１
０
７

『
お
だ
か
サ
ロ
ン
』

⃝

日
　
時

　

令
和
元
年
８
月
21
日
㈬

　

令
和
元
年
９
月
18
日
㈬

　

午
前
10
時
～
正
午

⃝

会
　
場

　

小
高
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

⃝

参
加
費　
１
０
０
円（
初
回
無
料
）

⃝

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

生
活
支
援
相
談
室（
小
高
担
当
）

　

☎（
０
２
４
４
）26

－
５
１
０
７

『
ホ
ッ
と
サ
ロ
ン「
て
と
て
」』

⃝

日
　
時

　

令
和
元
年
８
月
28
日
㈬

被
災
者
支
援
事
業

サ
ロ
ン
の
お
知
ら
せ

WAの○
ま る

○
ま る

シーズーとトイプードルのミックス犬、名前は「モプ」です。
クリクリとした黒い瞳に癒される毎日です♡

すみれデイ　管野

◦
対　

象

　

�

原
町
区
内
の
借
り
上
げ
住
宅
、
災

害
公
営
住
宅
、
復
興
公
営
住
宅
、

再
建
住
宅
、
20
㎞
圏
内（
原
町
区
）

に
お
住
ま
い
の
方

◦
定　

員　

40
人
程
度

◦
参
加
費　

３
０
０
円（
当
日
納
入
）

　

※
昼
食
が
出
ま
す

◦
締　

切

　

令
和
元
年
９
月
13
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

生
活
支
援
相
談
室（
原
町
担
当
）

　

☎（
０
２
４
４
）26

－

５
１
０
７

「WAの〇
まる

〇
まる

」とは…WA（私・我）と輪・和をかけた、日常のほっこりとした自由なコーナーです。

～ボラセンだより～

福
島
市
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方

郡
山
市
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方

（８月15日号）
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「
ま
ご
こ
ろ
ひ
ろ
ば
」　　
　
《
令
和
元
年
６
月
15
日
～
令
和
元
年
７
月
15
日
》

【
ご
遺
志
金
】

小
高
区	
（
住
　
所
）

・
志
　
賀
　
英
　
志
　
様	（
岡
　
田
）

故 

志 

賀  

雅 

弘  

様 
ご
遺
志
と
し
て

・
大
　
内
　
一
　
郎
　
様	（
小
　
高
）

故 

大
内 

千
恵
子  

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
藤
　
井
　
直
　
一
　
様	（
小
　
高
）

故 

藤 

井  

ト 

ヨ  

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
田
　
代
　
廣
　
信
　
様	（
小
　
高
）

故 

田 

代  

キ 

ク  

様 

ご
遺
志
と
し
て

鹿
島
区	

（
住
　
所
）

・
若
　
盛
　
孝
　
之
　
様	（
鹿
　
島
）

故 

若 

盛  

ハ 

ル  

様 

ご
遺
志
と
し
て

故 

若 

盛  

徳 

松  

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
伹
　
野
　
昌
　
子
　
様	（
鹿
　
島
）

故 

伹 

野  　

 

詮  

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
鈴
　
木
　
浩
　
之
　
様	（
鹿
　
島
）

故 

鈴 

木  

宗 

男  

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
西
　
山
　
髙
　
志
　
様	（
横
　
手
）

故 

西 

山  　

 

勲  

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
森
　
　
　
正
　
浩
　
様	（
南
柚
木
）

故 

森 　

  

正 

夫  

様 

ご
遺
志
と
し
て

原
町
区	

（
住
　
所
）

・
猪
　
苅
　
　
　
律
　
様	（
国
見
町
）

故 

猪
苅 

ゆ
つ
子  

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
楠
　
　
　
英
　
通
　
様	（
中
太
田
）

故 

中 

島  

重 

正  

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
小
　
川
　
岩
　
夫
　
様	（
下
北
高
平
）

故 

小 

川  

広 

美  

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
高
　
平
　
香
緒
里
　
様	（
下
北
高
平
）

故 

高 

平  

孝
友
希  

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
篠
　
原
　
八
重
子
　
様	（
北
　
泉
）

故 

篠 

原  

一 

男  

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
林
　
　
　
吉
　
延
　
様	（
大
　
甕
）

故 

林 　

  

栄 

登  

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
北
　
原
　
　
　
彰
　
様	（
押
　
釜
）

故 

北 

原  

キ
ヨ
子  

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
飯
　
田
　
　
　
仁
　
様	（
高
　
倉
）

故 

飯
田 

繁
四
郎  

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
佐
　
藤
　
光
　
一
　
様	（
高
　
倉
）

故 
佐 

藤  

清 

人  

様 

ご
遺
志
と
し
て

【
一
般
寄
付
金
】	

（
住
　
所
）

・�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

か
や
の
実
会
　
様

第
27
回
か
や
の
実
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー

益
金
の
一
部
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
丸
三
製
紙
構
内
安
全
協
力
会
　
様

安
全
大
会
参
加
事
業
所
よ
り
募
金
を

社
会
福
祉
の
た
め
に

・
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
㈱
　
様	（
千
葉
県
）

イ
オ
ン
本
棚
チ
ャ
リ
テ
ィ
寄
付
金
を

社
会
福
祉
の
た
め
に

・
吉
　
川
　
周
太
郎
　
様	（
北
　
原
）

社
会
福
祉
の
た
め
に

・
匿
　
　
　
名

社
会
福
祉
の
た
め
に

・
匿
　
　
　
名

社
会
福
祉
の
た
め
に

【
物
品
寄
付
】	

（
住
　
所
）

・
紺
　
野
　
二
三
子
　
様	（
横
　
手
）

押
し
花
作
品
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
福
島
県
退
職
公
務
員
連
盟
相
馬
支
部

鹿
島
方
部
　
代
表
　
浜 

名 

俊 

明  

様

タ
オ
ル
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
青
　
田
　
惣
　
助
　
様	（
大
木
戸
）

マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
を
社
会
福
祉
の

た
め
に

◆
日　

時

　

令
和
元
年
９
月
９
日
㈪

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

◆
会　

場

　

原
町
区
福
祉
会
館　

中
会
議
室

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

　

☎（
０
２
４
４
）23

－

４
５
１
９

荒あ
ら
ま
で

認
知
症
相
談
会

　

た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
支
援
や

激
励
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

６
月
分
実
績

　

◆
社
協
へ
の
寄
付
件
数

　
　

５
件
（
総
数　

１
０
２
点
）

　

◆
要
支
援
者
へ
の

食
料
引
き
渡
し
件
数

　
　

14
件
（
総
数　

１
０
４
点
）

◆
開
催
日

　
月
曜
日
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

◆
場
所　

む
つ
み
荘

◆
９
月
イ
ベ
ン
ト

※
イ
ベ
ン
ト
は
原
則
申
込
み
制

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

地
域
福
祉
課
（
鹿
島
区
）

　

☎（
０
２
４
４
）46

－５
３
５
４

フ
ー
ド
バ
ン
ク
御
礼
と
ご
報
告

【
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
厚
情
は

地
域
福
祉
活
動
に
活
用
し
て
い
ま
す
】

・
小
　
倉
　
昭
　
子
　
様	（
三
島
町
）

紙
オ
ム
ツ
等
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
匿
　
　
　
名

車
イ
ス
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
匿
　
　
　
名

エ
プ
ロ
ン
等
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
匿
　
　
　
名

缶
詰
等
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ

◆
日　

時

　

令
和
元
年
９
月
13
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

◆
会　

場

　

原
町
区
福
祉
会
館　

相
談
室
１

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
希
望

（
鹿
島
区
）

　

☎（
０
２
４
４
）26

－８
２
４
６

無
料
法
律
相
談
会

ひ
と
り
ご
と

子
育
て
サ
ロ
ン
事
業 

な
な
い
ろ
サ
ロ
ン

11
日
㈬
季
節
の
工
作

20
日
㈮
ち
ひ
ろ
先
生
リ
ト
ミ
ッ
ク

25
日
㈬
移
動
図
書
館
お
は
な
し
会

27
日
㈮
親
子
ゲ
ー
ム

　

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
ま
で
い
よ

い
よ
１
年
と
な
っ
た
。

　

東
京
で
の
開
催
が
決
ま
っ
た
時
は

「
随
分
と
先
の
こ
と
だ
な
」と
思
っ
て

い
た
が
、
来
年
の
今
頃
は
国
内
外
か

ら
多
く
の
お
客
様
が
競
技
観
戦
に
訪

れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

一
部
の
競
技
の
予
選
は
福
島
県
内

で
も
行
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
聖
火
リ
レ
ー
の
ス
タ
ー
ト

地
点
は
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
、
１
日
目
の

ゴ
ー
ル
は
南
相
馬
市
の
雲
雀
ケ
原
の

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

招
致
の
際
に
話
題
に
も
な
っ
た

「
お
・
も
・
て
・
な
・
し
」

　

相
馬
弁
し
か
話
せ
な
い
私
に
は
、

海
外
か
ら
の
お
客
様
を
言
葉
で「
お
も

て
な
し
」す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
震

災
か
ら
の
復
興
の
姿
を
ぜ
ひ
見
て
、

感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

私
に
で
き
る「
お
・
も
・
て
・
な
・
し
」

ま
ず
は
、
自
宅
周
辺
の
草
む
し
り
か

ら
始
め
る
と
し
よ
う
！
（
Ｔ
）

　

７
月
20
日
㈯
、
社
協
の
理
事
・
監

事
・
職
員
総
勢
28
人
で
各
区
福
祉

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
環
境
整
備
を

し
ま
し
た
。
小
高
・
鹿
島
・
原
町
そ

れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
敷

地
内
の
草
刈
り
・
草
む
し
り
・
除
草

剤
散
布
・
庭
木
の
剪
定
な
ど
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。

役
職
員
が
一
丸
と
な
り

各
区
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
環
境
整
備

※
令
和
元
年
８
月
15
日
号
よ
り
、
寄
付
者
の
行
政
区
記
載
を
住
所
記
載
に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ありがとうございました

福島いのちの電話　相談電話　０２４－５３６－４３４３ ❻


